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【排ガス対策型建設機械の採用】　　資料1-1
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排ガス・騒音対策型建設機器確認資料 

発電機 SC-7048 

            全体の写真 

           排出ガス・騒音対策ステッカー 
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排ガス・騒音対策型建設機器確認資料

13t ラフタークレーン MR-130RI 

             全体の写真 

         排出ガス・騒音対策ステッカー 
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排ガス・騒音対策型建設機器確認資料

25t ラフタークレーン SR-250R 

                          全体の写真 

           排出ガス・騒音対策ステッカー 
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排ガス・騒音対策型建設機器確認資料

50t ラフタークレーン SL-500M 

                           全体の写真 

           排出ガス・騒音対策ステッカー 
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排ガス・騒音対策型建設機器確認資料

200t クローラークレーン SL-500M 

          全体の写真 

           排出ガス・騒音対策ステッカー 
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排ガス・騒音対策型建設機器確認資料

75t ラフタークレーン SL-800RI 

                         全体の写真 

           排出ガス・騒音対策ステッカー 
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：工事区域仮囲い

【工事区域周辺への仮囲い・散水】 
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【工事区域周辺への仮囲い・散水】資料1-2
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【工事区域周辺の仮囲いの写真】
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【散水車の写真】造成工事時と建設時の散水状況の写真

           2016 年 6 月 6日 散水車写真 

          2016 年 7 月 16 日入口散水車散水後 
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【散水の実施状況】 

散水は、状況を見て次のとおりに実施していた。

１、現場責任者が確認して散水を実施していた。

２、散水の基準

  １）路面の乾燥状況を見て判断

  ２）路面の土壌等の付着状況を見て清掃と散水を行う判断

  ３）工事現場の粉じんの状況を見て判断

  ４）発生土運搬車両の通過した後の状況を見て散水を判断
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【工事工程の平準化】　資料1-3



資材の運搬車両の集中を回避するために、発電所建設に係わる関連施設の設

置事業者へ情報提供している。毎月の定表を作成して提供し、毎朝の朝礼で再

度確認して伝達を行っている。また、現場事務所近くに大月ウッドサプライの

建屋の建設を請け負っている内藤ハウスからは 2ヶ月の行程表をもらい、大月
バイマス発電から 1ヶ月の行程表を渡して情報共有している。以下に情報提供
した発電所建設に係わる関連施設の設置事業を示す。

         関連施設の設置事業者

No1      大林道路株式会社
No2      王子エンジニアリング株式会社
No3   荏原環境グプラント株式会社
No4      株式会社内藤ハウス

なお、資材の運搬車両の集中を回避するために互いの工程の情報を共有して運

搬車両の調整を相互に行っていた。

以下に情報伝達した記録を添付する。
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【資材の運搬車両の集中回避】　　　資料1-4
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【タイヤの清掃、車両出入り口付近の路面散水】  

【ダンプのタイヤ洗浄写真】 

        残土運搬ダンプのタイヤを洗っている写真 

        残土運搬ダンプのタイヤを洗っている写真 

泥除けを付け

泥除けを付け
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資料1-5



       残土運搬トラックのタイヤを洗う写真 
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【散水している写真】 

           車両では入口付近の路面散布 

           造成時の事業区域への散水 
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2. 騒 音 
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【建設機械の効果的な稼働】資料2-1
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4. 水質汚濁 
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【工事区域の区分け】資料4-1
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【仮設沈砂池の適切な規模設定】 

  仮設沈砂池の設置図面 
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資料4-2



【仮設沈砂池と仮設水路の写真】 

      手前の窪地が仮設沈砂池と奥の溝が仮設水路の写真 

    仮設沈砂池と仮設水路の写真（工事区域入口から西方向） 
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         仮設水路の掘削写真（工事区域南側斜面） 

仮設水路を掘削する写真（工事区域南側斜面） 
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【仮設沈砂池の点検・管理】　　資料4-3



                                      資料 4-4 

【放流水質のモニタリング】 

濁水の流出を常時監視するために補正評価書では常時モニタリングカメラを設置し、

濁水の調査を行うことになっている。常時モニターは管理等に設置した監視カメラで

行った。 

常時モニターにおいては、濁水を感知した場合に現場担当者が向って確認し、工事

現場から濁水等が流れた異常を感知した場合には工事を止めて原因究明することにな

っている。今現在まで異常を感知したことはない。 

濁水の監視は、建設現地で簡易濁度計（堀場製作所製マルチ水質チェッカーU-52）を

使って濁水の流出をモニターすることにした。常時測定している濁度計を使った濁度

調査結果（工事を開始した平成 28年 7月から平成29年 8月までの毎日）を後にまとめ

た。なお、濁度計の入れ替え時、濁度計の故障時、担当者不在時、夏期休業時、冬期

休業時、日曜については測定を行えなかったために欠測となった。また、台風等によ

る河川の増水時、降雪時にも検体が採取できず欠測となった。 

工事を開始した平成28年 7月から平成29年8月までの毎日（機器の故障での欠損、

降雨による欠損、休日を除く）現地において濁度計（堀場製作所製マルチ水質チェッ

カーU-52）を使い現地周辺 3地点｛西1（A沢下流部排水放流口予定地）、西 2（A沢

と笹子川合流地）、東（東側雨水放流口下流の笹子川）｝の濁度を測定して、濁水の

状況を確認した。

以下に現地調査結果のまとめを示す。 

平成 28 年 7月～平成 29 年 8月までの現地濁度測定まとめ（濁度、測定単位：NTU） 

現地調査地点          最大値    最小値    平均値 

現地西 1（A沢下流部排水放流口予定地）    28.1          0.00          1.14 

現地西 2（A沢と笹子川合流地）            41.8          0.00          1.23 

現地東（東側雨水放流口下流の笹子川）     36.2          0.00          1.28 

笹子川への濁水の流入状況について濁度計を使ってモニターした結果の評価は、濁

度と浮遊物質量の相関の結果、SS と濁度の相関係数は、R=0.835 の相関関係があった。

濁度 17.0 度を超えれば河川環境基準 A類型浮遊物質の基準 25mg/ を超過する結果で

あった。平成 28年 6 月 21 日東（東側雨水放流口下流の笹子川 36.2NTU）、西 1（A沢

下流部排水放流口予定地 28.1NTU）、西 2（A沢と笹子川合流 41.8NTU）を除いて環境

基準を超過する水は流れていなかった。環境基準を超過している平成 29年 6 月 21 日

東、西 1西 2に関しては、工事現場で濁水の確認をしたところ流出は確認できず、工

事作業所からの直接の雨水の影響ではなく、周辺流域からの降雨による濁水が河川に

流れていたことにより高い数値になった。工事作業所内に降った雨は仮設沈砂池を設

けているために貯留されて処理されて、濁水は流れないようになっている。したがっ

て、今回の濁水に対する対策は、特に行わなかった。 
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【監視カメラの写真】 

     工事区域に渡る橋の設置した監視カメラの写真 

     現場事務所に設置した監視カメラの写真 

監視カメラの設置

現場事務所２階
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    橋に取り付けた監視カメラの画像写真（笹子川下流東方向） 

 現場事務所に設置した監視カメラの画像写真（工事区域と笹子川の映像） 
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【河川の見回り・清掃】　　　資料4-5



【全窒素、全リンに係る物質や有害物質の持ち込み及び使用をしない】 

現場事務所、工事区域内では全窒素、全リンに係る物質や有害物質の持ち込

み及び使用をしなかった。工事関係者には写真のようにステッカーを張りだし

て意識付けする活動を行った。
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資料4-6
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【笹子川と放流水の浮遊物質のＳＳ計量証明書】資料4-7
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5. 地形・地質 
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■水平震度の設定について 

１）発電関連設備 

・ 地震力算定に用いる設計水平震度 KSH は、電気技術規程火力編 火力発電所の耐震設

計規程に従い、下記のように算定している。 

KSH＝ν4・KH   KH＝0.15・ν1・ν2・ν3

・ 地域別補正係数ν1は、当該地域に生ずると推定される最大加速度を過去の地震の規

模、発生機構、距離等を用いて統計的に整理して求めた 1.0 から 0.7 までの係数で

あり、当該敷地はν1＝1.0である。 

・ 地盤別補正係数ν2は、地盤の種別毎に定めれられており、本計画ではすべての地盤

種別から求まる最大値であるν2＝2.0 を採用している。 

・ 重要度係数ν3は、耐震設計構造物の重要度に基づく係数であり、本計画では最重要

度に該当するν3＝1.0 を採用している。 

・ その他の補正係数ν4は、一律に規定はされておらず、さらに特別に耐震性に考慮を

要すると判断した場合に設定する。本計画ではν4＝1.0 を採用している。 

・ 以上より、設計水平震度 KSH＝0.3 としている。 

２）建築物 

・ 地震力算定に用いる地震層せん断力係数 Ci は、建築基準法施行令第 88 条に従い、

下記のように算定している。 

Ci＝Z・Rt・Ai・Co 

・ 地震地域係数 Z は、その地方における過去の地震の記録に基づく震害の程度及び地

震活動の状況その他地震の性状に応じて 1.0 から 0.7 までの範囲内において国土交

通大臣が定める数値であり、当該敷地は Z＝1.0 である。 

・ 振動特性係数 Rt は、建築物の振動特性を表すものとして、建築物の弾性域における

固有周期及び地盤の種類に応じて国土交通大臣が定める方法により算出した数値で

ある。地盤の種類として第１種地盤（硬質）、第２種地盤（普通）、第３種地盤（軟

弱）の３種類あるが、本計画ではすべての地盤種類から求まる最大値である Rt＝1.0

を採用している。（なお、地盤の種類は地盤調査時の土質より第２種地盤と判断した） 

・ 層せん断力の分布係数 Ai は、建築物の振動特性に応じて地震層せん断力係数の建築

物の高さ方向の分布を表すものとして国土交通大臣が定める方法により算出した数

値を用いている。 

・ 標準せん断力係数 Coも令第 88 条に従い、１次設計用で Co＝0.2、２次設計用（保有

耐力）で Co＝1.0 としている。 

→参考文献：JFAC 3605-2014「火力発電所の耐震設計規程」、日本電気技術規格委員会、 

JESC T 0001(2014) 

→参考資料：大月バイマス発電地盤調査報告書抜粋 

以上 
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【水平震度の設定】　　　　資料5-1
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【井戸掘削・さく井柱状図】　資料5-2
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【プラント給排水収支図】資料5-3



6. 植 物 
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【造成等による土地の改変】資料6-1



【造成等による土地の改変により保全すべき種の確認状況】 

保全すべき植物の確認位置図は、以下の図 1及び図 2に示すとおりである。
補正評価書時の対象種であるツルカノコソウ、ヒエガリの状況写真を以下に示す。

両植物は、H28年度 、H29年度調査で確認されている。
【ツルカノコソウ】

      ツルカノコソウ            生育環境 

【ヒエガエリ】 

      ヒエガエリ              生育環境 
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保全すべき種の確認位置図（平成 28年度）
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保全すべき種の確認位置図（平成 29年度）
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7. 陸上動物 
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■早出の作業状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

作業開始時刻 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 ― ― ― 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

作業開始時刻 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ―

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

作業開始時刻 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― ― 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

作業開始時刻 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

作業開始時刻 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 ― ―

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

作業開始時刻 ― ― ― ― 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

作業開始時刻 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ―

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

作業開始時刻 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

作業開始時刻 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 5:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00

早出時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

作業開始時刻 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 5:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 6:00 8:00 ― 8:00 8:00 6:00 8:00 8:00 8:00 ― 7:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 7:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 7:00 8:00 8:00 ― 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00

早出時間数（日数）

２０１７年

２０１７年 ２０１７年

２０１７年
２月１月

０時間

２０１６年

２０１６年 ２０１６年

２０１６年 ２０１６年

２０１６年 ２０１６年

１２月

０時間

２０１７年 ２０１７年

０時間

０時間 ０時間

０時間

３月 ４月

７月

２０１６年

０時間

１０月 １１月

３時間（１日）

２０１７年

０時間

８時前の早出作業

０時間

２０１６年
４月 ５月

６月

０時間

０時間 ０時間

０時間

０時間

８月 ９月

２０１７年

２０１７年 ２０１７年

８時間（４日） ２時間（２日）

６月

７月 ８月

９月 １０月

５月

０時間

０時間
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【工事時間帯の限定】資料7-1



■夜間の作業状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

作業終了時刻 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 ― ― ― 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00

残業時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

作業終了時刻 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ―

残業時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

作業終了時刻 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― ― 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 18:30 ― 17:00 19:30 19:00 19:30 19:00 19:30 ― 18:00 18:00 18:30 18:30 18:30

残業時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

作業終了時刻 17:00 ― 19:00 18:00 18:00 18:00 18:00 17:00 ― 21:00 18:00 18:00 18:00 18:00 19:00 ― 18:00 18:00 17:00 18:00 17:00 17:00 ― 17:00 21:00 22:00 20:00 17:00 19:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 23:00 ― 17:00 17:00 19:00 17:00 23:00 17:00 ― 17:00 18:00 17:00 17:00 19:00 17:00 ― 19:00 18:00 17:00 17:00 20:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00

残業時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

作業終了時刻 17:00 18:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 22:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 ― ―

残業時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

作業終了時刻 ― ― ― ― 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 19:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 18:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 18:00 18:00 17:00 ― 19:00 17:00

残業時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

作業終了時刻 17:00 17:00 19:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 20:00 ― 20:00 20:00 18:00 18:00 18:00 18:00 ― 18:00 17:00 18:30 18:30 18:30 17:00 ― 17:00 18:00 18:00 18:00 18:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 18:00 17:00 17:00 17:00 18:00 18:00 18:00 18:00 17:00 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 ― 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 ―

残業時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

作業終了時刻 18:00 18:00 19:00 19:00 18:00 18:00 ― 18:00 18:00 18:00 17:00 17:00 17:00 ― 18:00 18:00 17:00 17:00 17:00 18:00 ― 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 18:00 ― 18:30 18:30 18:30 18:30 18:00 17:00 ― 18:00 18:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 18:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 18:00 18:00 18:00 18:00 ― ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00

残業時間数（日数）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

作業終了時刻 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 18:00 19:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 17:00 19:00 17:00 ― 17:00 17:00 17:00 19:00 19:00 19:00 ― 19:00 17:00 18:00 17:00 17:00 17:00 ― 17:00 17:00 19:00 19:00 19:00 17:00 ― 19:00 19:00 19:00 17:00 17:00 17:00 ― 19:00 19:00 19:00 19:00

残業時間数（日数）

4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

作業終了時刻 19:00 17:00 ― 17:00 19:00 19:00 17:00 19:00 17:00 ― 17:00 17:00 19:00 20:00 20:00 18:00 ― 17:00 19:00 19:00 19:00 19:00 19:00 ― 17:00 17:00 19:00 19:00 19:00 19:00 17:00 19:00 19:00 19:00 19:00 19:00 19:00 17:00 19:00 19:00 19:00 19:00 19:00 19:00 17:00 19:00 20:00 19:00 18:00 18:00 17:00 ― 18:00 18:00 19:00 19:00 19:00 19:00 17:00 19:00 19:00

残業時間数（日数）

２０１７年

２０１７年 ２０１７年

２０１７年 ２０１７年

１時間（１日）

８．５時間（７日） ０時間

１時間（１日）

２０１７年
２月

３月 ４月

１月

４時間（１日）

２０１６年

２０１６年 ２０１６年

２０１６年 ２０１６年

２０１６年 ２０１６年

２０１６年

１５時間（７日）

１０月 １１月

１２月

１５時間（６日）

１８時以降の残業

８．５時間（９日）

２０１６年
４月 ５月

６月

０時間

０時間 ０時間

０時間

０時間

８月 ９月

７月

６月

７月 ８月

９月 １０月

５月

０．５時間（１日）

２時間（２日） １４時間（１４日）

２０１７年

３．５時間（５日）

２０１７年

２０１７年 ２０１７年

１８時間（１６日） ２２時間（２１日）
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【草地・樹木環境の保全（カヤネズミ・シマヘビの保全）】資料7-2
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【濁水防止策の実施（カワネズミ・オシドリの保全）】資料7-3
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【廃棄物・ゴミ処理方法の徹底化】資料7-4
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【廃棄物・ゴミ処理方法の徹底化】    

（食品ごみ、一般ごみ保管倉庫の写真）  

 食品ごみ、一般ごみは野生動物に荒らされないために現場事務所横にごみ保

管庫に保管して産業廃棄物として業者に委託して処理している。（普段は締め

切って施錠している）

食品ごみ、一般ごみの保管倉庫内の写真 
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【作業員への環境配慮指導の徹底】　資料7-5



新規入場者教育資料

新 規 入 場 者 教 育 資 料

 大月バイオマス発電所建設工事

 大月バイオマス発電所建築　工事事務所
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工事概要

1. ：

2. ：

3. ：

4. ：

5. ：

6. ： 年 月 日 ～ 年 月 日

7. ： 造 、 地上 階

8. ： 発電所（木質チップ）

9. ： ： ㎡

： ㎡

： ㎡

： 〒 －

： 電話 － － ・ ＦＡＸ － －電 話 番 号 0554 56 7603 0554 56 7608

案内図貼付け

山梨県大月市笹子町白野向野尻１１５２

用 途

規 模 敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

工事現場住所 401 0023

30 7 31

構 造 Ｓ 2

工 期 平成 28 4 1 平成

発 注 者 大月バイオマス発電所 株式会社

設 計 大林組 東京本社 一級建築士事務所

施 工 ㈱大林組　 大月バイオマス発電所建築 工事事務所

工 事 名 大月バイオマス発電所建設   工事

住 所 山梨県大月市笹子町白野向野尻１１５２
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場内の仮設設備

図面貼付け
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新規入場の皆さんへ　　－ 新規入場作業員心得 －

１．当現場入場作業員は、必ず保護帽、安全帯（大口径）を完全着用のこと。

２．作業時間は、AM 8：00 分から PM 5:00 までとし、早出残業するときは現場事務所担当者に連絡すること。
３．

注１） 午前８：００分～８：３０分 （ 周辺の小中学校通学時間）の資材搬出入は禁止。
注２） 搬出入工事車両は、 周辺の小中学校前 を通らないこと。

４．現場での決められた行事（安全朝礼、一斉清掃、安全大会、その他安全行事）には全員必ず出席のこと。
（* 朝礼 ・・・ 毎朝 ７：５０ ～　　* 一斉清掃 ・・・ 毎週 金曜日 １３：００ ～　）

５．現場内は決められた場所 （ ・詰所際喫煙所 ・車両の中 ・吸殻入れ設置場所 ） 以外は禁煙です。
くわえたばこでの歩行は厳禁です。また、場内に設置してある吸殻入れの移動も厳禁です。

６．場内では、決められた通路、昇降階段を利用すること。
７．機械、工器具等は、持込許可ステッカーを貼り、使用前点検を行い、記録のこと。
８．朝礼後、作業開始前に作業員全員がアタックケーワイ（ＡＴＫＹ）活動を必ず行って下さい。
（記入した記録用紙は安全掲示板横に掲示し、作業終了後事務所に提出して下さい。）

９．作業終了後のルール
① 作業場周辺の清掃は必ず行うこと ② 照明及び電動工具の消灯
③ 帰る前に必ず事務所に報告すること

10． 詰所内のルール
① 常に清掃に心がけること ② 最後に出る人は消灯及びストーブの消火を忘れないこと
③ 持ち込んだ生活ごみ（雑誌、空弁当ばこ等）は各自持ち帰ること。詰所内に放置は厳禁

11． ごみの捨て方のルール
① 産廃の分別に心がけること（金属、木屑、廃プラ、紙屑各産廃カゴに捨てること。軍手、カッパ等の
生活ごみの投捨ては厳禁）

② 空き缶、空ペットボトルは自販機横の空き缶入れに捨てること。
③ 持ち込んだ生活ごみ（雑誌、空弁当ばこ等）は各自持ち帰ること。詰所内に放置は厳禁
④ その他の生活ごみの置場は詰所内に設置し、回収は職長会で行うこと
* 生活ごみ ・・・ 空缶、空ペットボトル、軍手、雑誌、雨カッパ等です。

各職長さんへ

１．朝礼後、作業開始前にアタックケーワイ（ＡＴＫＹ）活動を職長が中心になって全員で行って下さい。
２．毎日１１：３０～作業及び安全打合せを事務所会議室で行っています。必ず出席して下さい。
３．女子年少者、高齢者、健康注意者、高血圧者等は、職長が責任を持って適正配置をすること。
４．作業開始時及び作業終了時には忘れずに当現場職員に報告して下さい。
（作業終了報告時、ＡＴＫＹ記録用紙を提出すること）

玉掛作業をする皆さんへ

１．作業開始前に資格証の携帯を確認して下さい。（資格証不携帯は無資格と同じです）
２．玉掛けワイヤーは、４分以上のものを使用して下さい。３分ワイヤーの使用は元請の許可制とします。
３．

４．小物資材の荷振りはワイヤーモッコを使用すること。また、木パレットの揚重は厳禁です。
５．バックホーで物を吊り上げる用途外使用は禁止します。（１ｔ未満の吊り上げも禁止します）
クレーンまたはクレーン付ショベルを使用して下さい。クレーン付ショベルを使用する場合は「小型移動式
クレーン運転技能講習終了者」と「車両系建設機械運転技能講習修了者」の２つの資格が必要です。

火気作業をする皆さんへ

１．

２．前日の作業打合せ時に火気使用届けを提出し、許可を得ること。
３．火気作業終了後 ３０分 は火気の確認を行い、事務所に報告すること。

玉掛けワイヤーの点検色は 緑 → 黄 → 赤 → 白 の順に毎週変わります。その月の点検色になってい
るか確認してから作業を開始して下さい。

消火器は各自持参し（場内に設置している消火器の移動は、厳禁です）、側に消火器を設置してから作
業を開始すること。

あなたに対して職長（安全衛生責任者）からの作業前の安全点検確認（ＡＴＫ）項目を確認して安全点検
確認（ＡＴＫ）を実施してから作業を開始して下さい。

（２ｍ以上の高所作業では、必ず安全帯を使用して下さい。建設現場による労働災害で安全帯を使用すべき
作業で安全帯を使用していない為に起きる事故が大半を占めますので十分に注意して下さい。）

通勤車両、現場搬出入車両は、 駐車場用ゲート・現場正面ゲートから入場とし、誘導員の指示に従い指
定された場所に駐車すること。（アイドリングストップに心がけて下さい。）
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１． 本日の現場状況及び危険箇所の説明

２．当現場での環境への配慮

（１）クマタカ等野生動植物への配慮として出来るだけ騒音や振動に注意し、
 排気ガス排出抑制に努める。

→  アイドリングストップ、低騒音機器の使用、こまめなエンジン停止

（２）笹子川の水質汚濁が無いように排水に注意し、不用意な排水を行わない。

→  決められた場所に排水する。

（３）夜間照明は出来るだけ局所とする。

→  近隣や周囲の動物への配慮を心がける。

（４）その他都度注意事項を伝達するので遵守する。

３． シール配布

４． 「一声掛け運動」のシールにひらがなで名前を記入し
ヘルメットの前後２箇所に貼って下さい。

５．質問など ・・・

以上で「新規入場者教育」を終わります。

無事故で竣工できるようよろしくお願いします。
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 大月バイオマス発電所建設  工事

車 両 進 入 経 路
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【ロードキル防止のステッカーの写真】

【ロードキル防止の注意喚起】　　　資料7-6

① ①

② ②

③ ③
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④ ④
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【ロードキル防止のステッカー設置位置図】



【事業区域内に設置した騒音・振動計の場所の図面】

                 事業区域内の騒音・振動表示板 
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【クマタカの繁殖期に配慮した事業所内の対応】資料7-7



【騒音・振動表示の意義】 

工事作業場の入り口に騒音・振動表示をおこない、入場車両、入場作業員に

騒音・振動への配慮を促すために設置した。場内で表示された数値を見ること

で作業員に騒音・振動の発生の軽減の意識付けを行った。 
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10.人と自然との触れ合いの活動の場 
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【人と自然との触れ合いの活動の場】 

 補正評価書で景観の写真を撮影した場所での以下に添付した。

撮影した場所は次の地図の地点で行った。

          景観の写真を撮影した位置図 

事業区域 
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【煙突高の設定】　　　　　資料10-1



     国道 20 号(約 400m 東)白野地区入口からの写真 

      滝子山登山口原地区北側の高架橋前からの写真 

155



        笹子川河川親水公園内から撮影した写真 

       笹子川河川親水公園から笹子川を挟んで撮影した写真 
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       国道 20 号沿道東京から 104.5km 地点からの写真 

        国道 20 号沿道東京から 105.0km 地点からの写真 
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        原地区（沿道）（約 400m 西地点）からの写真 

           原地区（約 200m 地点）沿道からの写真 
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         中央線（約 200m 地点）からの写真 

中央線（約 200m 地点）からの写真 
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    国道 20 号沿道東京から 104.0km 地点からの写真 
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【緑地の実施、建物等の色彩及び形状の配慮】

建屋点検ハシゴの色彩 

建設中の建屋の煙突の点検ハシゴの色彩について目立ちすぎる意見をいただいた。そこ

で検討した結果を以下に示す。

１）点検ハシゴの色彩

 現場の労働安全を確保するために安全な色を着ける必要がある。JIS Z 9103:2005には以
下の記載がある。

 「JIS Z 9101:2005（安全色及び安全標識－産業環境及び案内用安全標識のデザイン通則）
に基づき、国内において安全標識、安全表示などに使用されている重要不可欠な色及び色

材を加え、安全色を使用するときの具体的な事項を示したものである」

建屋の点検ハシゴは高所にあり、高温な煙突の近くにあることから、作業員の安全上必要

な事項又は箇所を識別させる安全色を施す必要がある。

２）安全色及び対比色の色材の種類

 色材別の安全色及び対比色の種類を次の表 1に示す。
表 1 色材別の安全色及び対比色の種類

     色材         安全色           対比色

    一般材料     赤、黄赤、黄、緑、青、赤紫   白、黒

    蛍光材料     赤、黄赤、黄、緑、青、赤紫   白

    再帰性反射体   赤、黄赤、黄、緑、青      白

    透過色光     赤、黄赤、黄、緑、青、赤紫   白、黒

    信号灯      赤、黄、緑、青         白

    りん光材料         －          白、黄みの白

３）黄色の意味合い

 人への危害及び財物への損害を与える事故・災害を防止し、事故・災害の発生などの緊

急時に際し、救急救護、避難誘導、防火活動などが速やかな対応ができるように、安全に

関する警告を視覚的に伝達表示する行うために黄色を選んだ。

以上の内容を検討した結果、高温危険・高所危険を示し、階段の踏面の縁の警告を意味す

る黄色が適した。また、モノトーの建屋に目立つ安全色は黄色であったことから、点検ハ

シゴの色彩は黄色とした。

161

資料10-2



162

【緑地の実施】
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11.廃棄物・発生土 
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委託業者：　鈴建････鈴建興業㈱、第一････第一石産運輸㈱山梨事業所都留工場
１／２

混合廃
棄物
（管理
型）

廃プラ
スチッ
ク類

木くず
コンク
リート塊

金属ク
ズ

その他
のガレ
キ

段ボー
ル

廃酸

廃石膏ボー
ド、ガラスく
ず、コンク
リートくず及
び陶器くず

2016年9月1日 1 鈴建
9月12日 5 4 鈴建
10月4日 26.42 第一
10月5日 30.76 第一
10月11日 42.06 第一
10月12日 96.36 第一
10月15日 3 1.5 1.5 ,鈴建
10月13日 52.5 第一
10月25日 79.14 第一
10月26日 27.62 第一
10月28日 1 1 1.5 鈴建
11月8日 2.5 2 1 鈴建
11月10日 1 第一
11月16日 2 1 1.5 鈴建
11月21日 1.5 2 0.1 鈴建
12月5日 3 鈴建
12月9日 1 1.5 鈴建
12月16日 0.5 2 1.5 0.5 鈴建
12月28日 2 4 2 鈴建

2017年1月13日 3 1.5 鈴建
1月19日 1 2 1 鈴建
1月25日 2 2 鈴建
1月31日 3 2 2 鈴建
2月4日 1 3 2.5 1 鈴建
2月9日 1 4 鈴建
2月15日 6 鈴建
2月16日 2 5 6 6 鈴建
2月17日 5 鈴建
2月18日 6 鈴建
2月23日 6 鈴建
3月6日 2 7 5 1.5 鈴建
3月16日 1 1 2 0.5 鈴建
4月1日 2 1 1.5 鈴建
4月3日 5 鈴建
4月17日 2 3 7 鈴建
4月26日 2.5 18 鈴建
5月11日 2 1.5 鈴建
5月17日 4 鈴建
5月19日 1 1 6 4.5 鈴建
5月31日 2 2 鈴建
6月1日 1280 ㈱ハチオウ

6月6日 1 1 5 鈴建
6月12日 1 2 5 鈴建
6月19日 1 2 鈴建
6月21日 2 8 鈴建
6月26日 1 1.5 鈴建
6月30日 3 鈴建
7月6日 6 1.5 鈴建

【ﾘｻｲｸﾙ・適正処分が可能な委託先の選定による最終処分量の抑制】

大月バイマス産業廃棄物処理一覧（2016年9月～2017年10月）

処理委託
日

産業廃棄物処理量（単位： 、ただし廃酸は ）

委託業者
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２／２

混合廃
棄物
（管理
型）

廃プラ
スチッ
ク類

木くず
コンク
リート塊

金属ク
ズ

その他
のガレ
キ

段ボー
ル

廃酸

廃石膏ボー
ド、ガラスく
ず、コンク
リートくず及
び陶器くず

7月7日 2.5 鈴建
7月11日 2 2 5 1.5 鈴建
7月15日 4 1.5 鈴建
7月24日 2 2 鈴建
7月31日 6 1.5 鈴建
8月2日 0.5 鈴建
8月8日 7 鈴建
8月9日 2 2 1.5 鈴建
8月10日 1 4 5 鈴建
8月23日 1 2 7 鈴建
8月24日 1 7 鈴建
8月25日 5 鈴建
8月30日 5 鈴建
9月4日 2 1 鈴建
9月5日 4 鈴建
9月7日 5.5 鈴建
9月8日 2 3 鈴建
9月11日 3 3 5.5 1.5 鈴建
9月14日 1.5 鈴建
9月19日 3 鈴建
9月20日 2 1 6 鈴建
9月26日 1.5 4 鈴建
9月27日 2 3 5 鈴建
9月29日 5 鈴建
9月30日 5 鈴建
10月4日 2 1 鈴建
10月11日 3 4 18 鈴建
10月13日 8 5 鈴建
10月18日 2 0.5 1.5 鈴建
10月19日 5 鈴建
10月20日 7 鈴建
10月21日 5 5 鈴建
10月23日 29 鈴建
10月24日 5 鈴建
10月25日 1 2 1 0.3 鈴建
10月31日 2 3 鈴建
　　　　合計 70.5 147 226.5 375.86 2.6 9 13.5 1280 23.8

処理委託
日

産業廃棄物処理量（単位： 、ただし廃酸は ）

委託業者
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産業廃棄物処理のマニュフェストの添付 

          2016 年 6月のマニュフェスト(1) 

            2017 年 7月のマニュフェスト(2) 
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                                        【発生土の搬出記録】　資料11-2

大月バイオマス発電所建設工事

亀田重機 井倉(個人所有地） 甲州砕石
1 H28.4.19 27 27 162
2 H28.4.20 45 45 270
3 H28.4.21 45 45 270
4 H28.4.23 45 45 270
5 H28.4.25 45 45 270
6 H28.4.26 90 90 540
7 H28.4.27 90 90 540
8 H28.5.16 72 72 432
9 H28.5.18 30 30 180
10 H28.7.7 69 69 414
11 H28.7.8 63 63 378
12 H28.7.11 18 18 108
13 H28.7.12 72 72 432
14 H28.7.13 40 40 240
15 H28.7.16 54 54 324
16 H28.7.21 90 90 540
17 H28.8.9 54 54 324
18 H28.8.10 45 45 270
19 H28.9.24 43 43 258
20 H28.9.26 48 48 288
21 H28.9.27 39 1 40 240
22 H28.9.29 87 87 522
23 H28.9.30 18 45 63 378
24 H28.10.1 36 36 216
25 H28.10.3 54 54 324
26 H28.10.4 60 60 360
27 H28.10.5 60 60 360
28 H28.10.6 69 69 414
29 H28.10.7 64 64 384
30 H28.10.8 58 58 348
31 H28.10.10 34 34 204
32 H28.10.11 37 37 222
33 H28.10.12 29 29 174
34 H28.10.13 12 12 72
35 H28.10.14 30 30 180
36 H28.10.15 29 29 174
37 H28.10.19 54 54 324
38 H28.10.20 68 68 408
39 H28.10.21 48 48 288
40 H28.10.22 46 46 276
41 H28.10.24 12 12 72
42 H28.10.26 42 42 252
43 H28.10.28 60 60 360
44 H28.10.31 48 48 288
45 H28.11.1 49 49 294

【 残土処分実績 】本体用地

No. 日付 合計台数 体積（ ）
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46 H28.11.2 48 48 288
47 H28.11.4 54 54 324
48 H28.11.5 8 8 48
49 H28.11.7 49 49 294
50 H28.11.8 43 43 258
51 H28.11.10 36 36 216
52 H28.11.23 33 33 198
53 H29.4.20 9 9 54
54 H29.7.10 28 28 168
55 H29.7.11 53 53 318
56 H29.7.12 14 14 84
57 H29.7.13 13 13 78
58 H29.7.14 4 4 24

0 0
0 0
0 0

347 1,316 1,003 2,666 15,996

2,082 7,896 6,018

※　残土搬出はすべて１０ｔダンプ（6.0m3/台換算）

※　残土運搬会社は全て亀田重機建材

計（残土の量 ）

計（ダンプ台数）
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【発生土の適切な処理業者】
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【発生土の分析結果（計量証明書）】　資料11-3
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13.その他 
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【受入ウッドチップの放射線量測定及び簡易空間線量計のカタログ】

【受入ウッドチップの放射線量測定】 

バイオマス発電の燃料であるウッドチップについては、搬入されるダンプご

とに放射線量（γ線）を簡易放射線量計で空間線量を測定して、搬入するウッ

ドチップの放射線をチェックして記録する。放射線量測定のフローを以下に示

す。

          ウッドチップ積載ダンプ

搬入時

ダンプに積載されている

ウッドチップの放射線量

測定（前後左右）

        環境放射線量モニタ PA-1000 Radi 

放射線量が 40Bq（調理用

薪の指標値）を超えないこ

と

指標値    以内      指標値超過

バイオマス発電搬入      処分（廃棄物処理）
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【受入れチップの放射線モニタ測定器】



【濁度計の濁度と浮遊物質量との相関】         参考資料

・現場で測定している濁度計の濁度と浮遊物質量との相関 

現場で測定している濁度と浮遊物質量との相関の調査を行っているが、笹子川が濁りにくい河川

であることからなかなか濁度の高い（浮遊物質量の多い）サンプルがそろわない状況であったこと

に加え、検体の採取を現場作業員にお願いしていたために調査期間が長くかかり、採取場所も不揃

いになった。濁度と浮遊物質量の相関調査のデータは以下の通りである。

表 1 濁度と浮遊物質量の相関調査結果

前日 当日

西1 － － － 
西2 － － － － － 

東 7 7 .9 1.1

西1 － － － 
西2 － － － － － 
東 11 11 .6 1.1

西1 － － － 
西2 － － － － － 
東 1 6 .2 6.2 *

西1 3 8 .6 2.9
西2 － － － － － 
東 － － － 

西1 27 9 .6 0.4

西2 13 － － 4 .3 0.3
東 － － － 

西1 2 1 .4 0.7
西2 3 1 .5 1.0 14 .9 5.0
東 3 5 .3 1.8

西1 － － － 
西2 － － － － － 
東 2 1 .8 0.9

西1 － － － 
西2 328 － － 4 .7 0.0 *
東 － － － 

西1 50 36 .2 0.7

西2 52 0 .7 0.7 28 .1 0.5
東 37 41 .8 1.1

西1 6 2 .4 0.4
西2 2 0 .3 1.0 3 .1 1.6

東 2 1 .4 0.7

西1 30 11 .5 0.4
西2 2 0 .0 0.5 12 .9 6.5 *
東 1 15 .6 15.6 *

西1 1 22 .7 22.7 *
西2 27 19 .0 0.7 15 .4 0.6
東 19 8 .5 0.4

雨

晴れ

雨

雨

雨

晴れ

晴れ

曇り

棄却
SS

(mg/L)
濁度
(度)

東/西２

雨

濁度
/SS

東/西１
当日
天候

雨

雨

0.011.0

0 .0

0.017.0

0.0

6 .21

4 .24

5 .13

261 .00 .0

0.50 .0

33.50 .0

0 .0 17.5

9 .21

9 .22

年 月.日 地点
降水量 mm

26.02 .0

2.055.5

晴れ

H28

H29

9.18 31.0 17.0

4 .18

3 .22

11 .11

12 .14 3.00 .0

36.51 .5

8 .07

7 .06
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表 2に回帰式を用いて濁度から推定した SS 濃度を示した。この SS 濃度は平均的な値になるが、

濁度から容易に算出することができ、濁度と環境基準値や排水基準値との関係を知ることが可能に

なった。回帰式は、次式(1)であった。 

 （1）・・・・・[SS] = 1.716 * [濁度] -4.03  (R = 0.835, N =18) 

SS濃度/濁度または濁度/ SS濃度を求め、この値が5.0を超えた場合は異常値とみなし棄却した。

両者の関係を図 2に示した。棄却したデータは、表1中､＊で、図 1中､▲で示した。 

データ棄却後の両者の関係を図 2に示した。また回帰直線と 90%信頼上限と 90%信頼下限を示し

た。ここで、信頼上限は濁度 8.1 度の時 SS 濃度 25mg/L になり、濁度がこの値以下であれば 90%の

確率で A類型の SS の基準を満たすことになる。また、26.5 度を超えれば、同様に 90%の確率で基

準を超えると推計する。 

図 1 SS と濁度の関係図           図 2 SS/濁度相関図 

表 2 濁度から推定した SS濃度 

濁度から推測した浮遊物質量（SS）は、濁度 17 度で河川環境基準 A類型 25mg/ になると推測できる。濁

度を常時監視するに当たり、濁度 17 度を超えた場合、何らかの対策を講じることが必要と考える。 

濁度(度) SS (mg/L) 濁度(度) SS (mg/L) 濁度(度) SS (mg/L)

2.5 0 6.0 6 20.0 30
3.0 1 8.0 10 25.0 39
3.5 2 10.0 13 31.5 50
4.0 3 12.0 17 40.0 65
4.5 4 15.0 22 50.0 82
5.0 5 17.0 25 60.0 99
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